













































































































































































































































































































































































































































































































































































































（6,9） (;の'（＆`)'（：5)'（：5） ９ （19.6） ３ （6.8） 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6３ 6４ 6５ 6７ 6８ 6９ 計6２ 6６ 7０ 
29.2 31.3 28.0 19.2 2４０ 31.8 25.0 44.4 30.4 































16.0 ４．２ 3.1 
3.1 ８．０ 
57.8 8００ 50.0 45.9 55.5 60.0 77.2 75.0 77.7 61.4 ゴ引刎
29.2 15.6 20.0 19.2 25.0 22.2 19.7 








12.0 ３．９ ４．１ 4.2 
38.5 25.0 34.8 36.0 22.2 54.2 34.3 
３．９ 4.0 3.8 9.4 4.0 











































































































































































































32.2 小 計 34.6126.1 41.41 57.2 




































































































































































































































































































































計6４ 6５ 6６ 6７ 6８ 6９ 7０ 6３ 6２ 


































































12.8 7.7 4.6 
5.8 
40.9 37.5 61.6 33.4 39.5 35.9 ４１．２ 38.7 36.5 
12.8 19.5 27.3 12.5 17.4 20.8 18.8 23.1 15.9 19.2 






















15.4 10.4 10.3 
2.6 2.1 
38.5 39.0 45.5 35.2 46.2 28.9 35.4 ４１．７ 36.4 
12.8 ４．６ 2.1 ４．６ ３．９ 2.1 
77.4 12.5 74.3 72.9 90.2 70.7 100.1 73.1 79.7 69.4 
3.0 4.9 2.1 7.7 
30.5 
3.9 2.1 ４６ 
18.2 50.0 30.1 29.3 7.7 ３３．３ 23.1 33.4 39.6 









































































































































































































































































1１５ 17.4 14.3 19.4 17.0 15.2 




































10.3 11.5 1５．２ 7.1 
7.1 
1２．９ 12.8 32.6 













4.3 13.8 11.5 10.9 17.9 16.1 
４．４ 10.6 3.3 
38.5 ４１．４ 32.6 ３２．１ 22.6 40.4 23.9 
6.9 
75.9 
7.7 10.7 6.5 10.6 2.2 



































































































































































一 －０' 7０ ￣ 





























































































































































































































60.3 11.8 21.7 
14.3 3.9 6.5 
5.9 


























43.8 24.6 15.7 ２１．７ 
５．８ 3.2 ２０ ２．２ 
87.4 47.7 98.1 45.6 
その他
とくになし無回答
4.3 0.8 2.2 
29.0 22.2 29.5 47.8 






























3．６１１３．３ 10.5 22.2 10.3 5.3 








12.7 6.7 ７．１ 
７．１ 3.6 








15.2120.0120.0 5．３１１６．７ 7.4 
8.8 
13.2 
7.6 5.5 ６．７ 5.3 7.1 
1２４１１０．９ 20.0 10.5 22.2 14.7 15,8 
3.8 11.1 4.4 ５．３ 
45.7 41.8 66.7 63.2 ６１．１ 38.2 34.221.4 
9.5 ６．７ 3.6 5.3 1.5 7．９１１４，３ 
94.2 8１．８１１２０．１ 89.5 111.1 75.0 75.4142.8 
他そ 4.8 1.8 の
とくになし．無回答 22.823.3 ｢､ L｣ 



























































































































































































































































































































































48.1 33.9 51.9 
7.1 4.9 ６．５ 
77.2 86.5 93.5 
の他
なし・無回答に一く一合
そと一 6.3 3.8 2.6 34.6 30.5 16.9 
計 131.5 142.0 154.5 
9０ 
本稿は、東京の〃下町〃という自営業や零細企業が多い、という特徴はあ
るが、生活環境を等しくする一定の地域の高齢者（男子）を対象とし、高齢
化
に
よ
る
職
業
。
生
活
変
動
に
つ
い
て
一
歳
刻
象
の
変
動
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
き
た。ただし、これらの資料は対象者の自記によるアンケート調査によってえ
られたものであり、産業・職業分類の承は私どもが行ったが、記載内容の裏
づけはほとんど取りえない。のちの本調査では面接方式によって部分的な裏
づけ、客観的な実態の認識を試承たが、本稿の資料には多少の論理チェック
を施す程度に止まっている。そのうえ集計しえた有効回答票も決して多数と
はいえないが、それにして数斉の有意義な検証を試象ることができた。
とくに年齢一歳刻糸の分析について、主要な指標を総括してゑると表ｕが
えられる。ここでは、全体としてゑてきわだって高いか低いかを示したが、
それによるとつぎの事実が判明する。
すなわち、⑩前掲の非労働力率とは逆に労働力率は高齢化にともなって低
下する趨勢を示すが、それはおおよその傾向に過ぎず、むしろ六五歳以後急
に上昇し、それからより急激に低下する、きわめて屈折した動向を示してい
る。もし六五歳以後において厚生年金の完全受給効果がより十分に発揮され
Ⅳ
総
括
表１１年齢別主要指標の総括
９１高齢化による職業・生活変動
ているならば、逆に六五歳を過ぎてから労働力率が急低下を示す屈折がみられるはずである。ところが、それが逆
の実態を示すのは、調査対象のうちに厚生年金よりも国民年金の受給者が比較的多く、また厚生年金受給者がいて
（７） 
しその受給額が非労働力化するのに不十分だからにほかならない。②失業率にも、非労働力率ほどではないが、高
齢化とともに上昇する趨勢が認められる。ここでは六六歳過ぎで一度低下したあとふたたび上昇する、という注目
すべき動向がみられる。こうした傾向のうち、六四歳あるいは六五歳までは雇用保険による失業手当などの政策効
果として、いわば失業する余裕を持ちうるが、それ以後は前述のような老齢年金の非労働力化効果が小さい状況の
もとでむしろ就業が強制される、とふてよい。しかも六○歳代末に達すると就業機会さええられず、失業率がふた
たび高まっているのである。③とくに失業率については近年の雇用不況による大きな影響を認めることができる。そ
れは、六○歳を中心として特定の年齢において失業率がとりわけ高いなかで、かなりの部分が最近の定年退職－－
定年間近の希望退職麓含めてＩによってより儲められている、と夢られろからである。
（７）こうした率実は地域調査の本調査によってほぼ確かめられる。
つづいて就業そのものの状態に立ち入って染ると、四就業率は早くも六○歳を迎えると低下し、それは六○歳代
末に達してからとくに顕著になる。この事実は、前述した失業率の上昇によるとと同時に、「病気」やとくに職業
からの「引退」による不就業化の反映でもある。⑤就業者の過半は、町工場や内職の多い地域であるにもかかわら
ず、雇用労働者によって占められている。しかし、六四、六五歳以後その雇用形態が不安定化すると同時に、小企
業への雇用が増大する。しかも就業者全体としても「雑作業・単純労働」への就業が多くなり、それまで体得して
きた「技能や能力」との関連が低い就業を余儀なくされている。ここにも六○歳代後半以後の高齢者に対する雇
用・就業保障と老齢年金保障の両効果の顕著な欠落を承ることができるだろう。⑥こうした状況は高齢者の「生活
9２ 
勤続年数、あるいはまた世帯の生活状況などによって、職業・生活政策の課
（８） 
題は当然異なってくる。これらは本稿の課題を超心える分析課題でもあるが、
か
り
に
前
述
の
よ
う
に
高
齢
化
に
よ
る
か
な
り
共
通
し
た
変
動
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
も、静態的にみた現状が、図５における太線のようにより高齢者のあとをよ
り
低
齢
者
が
動
態
的
に
追
跡
し
て
き
た
、
と
み
る
こ
と
は
か
な
ら
ず
し
も
で
き
な
い
。
な
ぜなら、高齢化段階を異にするａ。ｂ・ｃ世代が、図示したようなそれぞれ異
なる軌跡を辿って現状に到達しているかも知れないからである。したがって、
本稿が解明した事実は現状の政策課題として重要ではあるが、それらを将来
の
政
策
的
展
望
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
図
５
で
示
唆
し
た
よ
う
な
動
態
分
析
と
そ
れ
難」として、「自分の仕事がなど。「老後の備え」不十分という形で意識化されている。これに対し「病気がち」
も六○歳代後半以後ふえる傾向もゑられる。しかし、たまたま六一歳でその比率がもっとも高く、それによる職業
からの「引退」ももっとも高率になっているが、これには個別要因が強く作用しているに違いない。さらに、この
六一歳には定年前の組合健保による相対的に高い給付の休業効果が作用しているのかも知れない。逆に六○歳代に
入り、とくに六○歳後半に達すると、組合健保↓政管健保↓国民健保のシフトによって「病気がち」とはいってお
られないような就業強制要因も強まっているのである。
これまで高齢化を基軸として主要な指標の変化をみてきたが、かりに年齢が同じでも現在の健康状態や就業か失
業か、同じ就業者でもその就業状況や技能・能力との関連、定年退職者であれば定年までの賃金などの労働条件や
にもとづく動態的な展望を前提としなければならないのである。
パ
ー
セ
ン
ト
商齢化
図５高齢化指標の動態モデル
９３高齢化による職業・生活変動
（８）その一部分については注（３）の結果を染よ。
〔あとがき〕本稲の資料は労働省官房政策課の委託研究にもとづく調査のために蒐染・整理したものである。なお、その
集計と製表には法政大学大学院の森隆男君などの協力もえた。記して謝意を表しておきたい。
なお、本稿との関連が深い、つぎの拙稿も参照されたい。
「定年延長と終身雇用慣行へのイン．〈クト」今団体交渉のための貸金資料」総合労働研究所、七九年版）。
「高齢者雇用政策の課題ｌ中小企鑿調査による」（『職業聯究』七九年一月儲雇用問題研究会）．
「職業訓練と高齢者問題」（東京都『開発と研修』第六号）。
「雇用動向」（『経済セミナー』七九年三月号）。
